
































あとがき 
ボルチモア市と川崎市との姉妹都市交流事業の一貫として始められたスカウ卜交流は、1985年の第1

回の派遣以来、早10年が経とうとしています。この間、多くの関係者のご協力と理解があり、10周年を

迎えることができました。 

 

この記念誌「SHAKE HANDS・シェークハンド」は、両市のスカウ卜交流派遣事業10周年を記念し、両国

で企画されたもので、交流派遣事業の10年の歴史を振り返るとともに、その聞に培われた多くの深い友

情の証しを見るものです。 

 

発刊にあたり、米国側からはメリーランド州、ボルチモア市および姉妹都市委員会、さらには歴代の派

遣隊長をはじめ、各リーダー、多くのスカウ卜諸君、またホームステイのみならず数々のお世話をいた

だいた方々から多くの原稿を寄せていただきました。 

日本側においても、川崎市長、教育委員会の関係者の方々をはじめとし、川崎地区関係者、この派遣

事業に参加された多くのリーダ一、スカウト諸君およびそのご父兄、さらにはホームステイをさせていた

ただfいた多くの方々からも心暖まる原稿をいただきました。 

心から感謝申し上げる次第です。 

 

本来ならば、もっと早くに完成するところでしたが、発刊が遅れたことをお詫びいたします。 

スカウ卜活動は永遠に続くものであり、川崎市とボルチモア市のスカウ卜交流派遣も永遠に続くもので

しょう。多くのスカウ卜が自らの体で世界を知ることは何ごとにも変えられない貧重な経験となり、それ

が世界の平和にも繋がっていくものであると確信できます。そのためにもスカウト交流をいつまでも続け

ていく必要があり、この10周年記念事業は、今後の派遣事業のひとつの大きなステップと位置づけられ

ます。これからもこの事業が継続できますよう、多くの関係者のご協力、ご支援を期待するものです。 
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